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＜シンポジウム（4）-3-2＞神経心理学の進歩：たいせつなことをわかりやすく

記憶は脳のどこにあるのか？

藤井　俊勝1）

要旨： 記憶という言葉の意味は広い．記憶と脳の関連を考えるばあい，記憶機能に関連する脳領域なのか，保
持されている情報の貯蔵に関連する脳領域なのか，どちらも考慮する必要がある．また，記憶の内容もさまざま
であり，それぞれの記憶に関連する脳領域は異なっていると考えられている．一般的な意味で記憶というばあい，
エピソード記憶をさす．エピソード記憶機能（エピソードの記銘・保持・想起 /再現に関連する脳領域としては，
内側側頭葉，間脳（視床・乳頭体），前脳基底部が挙げられる．エピソードの内容の貯蔵には，これらの領域以外
に，記銘時に活動した脳領域が関連するというモデルがあるが，今後の検証が必要である．
（臨床神経 2013;53:1234-1236）
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記憶とは，「自己の経験が保存され，その経験が後になっ
て意識や行為のなかに想起 /再現（表現）される現象あるい
はそれを支える機能」である．すべての記憶内容はある時間
に記銘され，ある時間のあいだ保持され，のちのある時間に
想起 /再現（表現）されるという，少なくとも 3つの心理過
程がともなう．ただし，記憶という言葉は，心あるいは脳に
蓄えられた情報を指すばあいもあるし，仮定された保持・貯
蔵庫を指すばあいもある．「記憶が脳のどこにあるのか？」
という問いに答えるばあい，記憶機能に関連する脳領域なの
か，保持されている情報の貯蔵に関連する脳領域なのか，ど
ちらも考慮する必要がある．
ヒトはいろいろなことを記憶している 1）（Fig. 1）．たとえ
ば，昨日の夕食についてどこで誰と何を食べたか思い出すの
も記憶であるし，数年前の冬休みのハワイ旅行について思い
出すのも記憶である（エピソード記憶 episodic memory）．あ
るヒトの顔をみてそのヒトの名前，職業，あるいは自分との
関係を思い出すのも記憶であるし，‘りんご’という音ある
いは文字，その意味するもの（大きさ・色・形，その味やに
おい，触ったときあるいは噛んだときの感じ，果物の一種で
あるという知識など）がわかるのも以前にそれを経験し記憶
したからである（意味記憶 semantic memory）．自転車に乗
れるのも自動車の運転ができるのも以前の経験が記憶されて
いるからである（手続き記憶 procedural memory）．このよう
に記憶と一口にいってもその内容は単一ではないが，一般的
な意味で記憶というばあい，さまざまな記憶のなかでエピ
ソード記憶をさす．臨床神経学領域においても，単に記憶障
害というばあいには，通常はエピソード記憶の選択的障害（健
忘症候群）を指している．エピソード記憶は個人の生活史の
記憶であり，具体的な出来事の経験の記憶である．これらの
経験は個人がその出来事に遭遇したときの状況，すなわち時

間・空間的文脈とともに記銘され，ある時間経過のあいだ保
持され，のちのある時間に再生（あるいは再認）される．
エピソード記憶に重要な役割を果たすと考えられる脳領域
は，1950年代から特定部位の損傷により記憶障害を呈した
症例報告により示されてきた．たとえば内側側頭葉―海馬と
海馬傍回（内嗅皮質・周嗅皮質・海馬傍皮質）―を両側損傷
した患者では，エピソード記憶の障害が顕著である一方，他
の記憶（意味記憶，手続き記憶，プライミングなど）に障害
はみられない．こうしたエピソード記憶の選択的障害（健忘
症候群）をひきおこす病巣としては，内側側頭葉（海馬・海
馬傍回）の他に，間脳（視床・乳頭体），前脳基底部が数多
く報告されてきた 2）～ 4）．その他，脳梁膨大部後域，脳弓の
損傷による健忘も報告されている 5）6）．
上述のいくつかの脳領域は，主にエピソード記憶機能（エ
ピソードの記銘・保持・想起 /再現（表現）に関連する脳領
域と考えられる．では，保持されている情報の貯蔵に関連す
る脳領域はどこなのだろうか？現在有力と考えられるモデル
の一つが再活動仮説（reactivation hypothesis）である 7）．こ
の仮説によると，あるでき事の想起時にはその情報の記銘時
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Fig. 1　記憶内容による分類．
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に活動した脳皮質領域が活動するというものであり，それを
可能にするのが内側側頭葉の連合機能である．すなわち，で
き事の記銘時には，でき事（内容と文脈など）の知覚・認知
にかかわる複数の皮質領域が活動し，それらの同時性を内側
側頭葉の活動が連合する．でき事の想起時には，ある手がか
りがある皮質領域を活動させ，その活動が内側側頭葉に保持
された連合コードを活性化し，最終的に記銘時に活動した複
数の皮質領域を活動させる．
われわれは，以前に PET（positron emission tomography）
をもちいて，再活動仮説に関連する研究を 2つ発表した 8）9）．
被験者は健常成人である．刺激として無意味図形をもちい，
ひとつの研究ではその色の有無を記銘・想起させ，他の研究
ではその動きの有無を記銘・想起させた．前者の研究では，
色の記銘・想起時に共通して内側側頭葉と後頭葉皮質に，後
者の研究では，動きの記銘・想起時に共通して内側側頭葉と
運動視に関連するとされる側頭葉皮質に活動が同定された
（Fig. 2）．これらの結果は，いくつかの制約があるものの，
再活動仮説を支持するものであった．ただし，現在までの関
連研究を総覧すると，必ずしもモデルを支持する結果が多い
わけではなく，今後さらにすぐれた実験デザインや解析法を
もちいた研究が必要である．
※本論文に関連し，開示すべき COI状態にある企業，組織，団体

はいずれも有りません．
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Abstract

Neural correlates of memory
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Memory can be divided into several types, although all of them involve three successive processes: encoding, 
storage, and retrieval. In terms of the duration of retention, neurologists classify memory into immediate, recent, and 
remote memories, whereas psychologists classify memory into short-term and long-term memories. In terms of the 
content, episodic, semantic, and procedural memories are considered to be different types of memory. Furthermore, 
researchers on memory have proposed relatively new concepts of memory, i.e., working memory and prospective 
memory. This article first provides explanations for these several types of memory. Next, neuropsychological 
characteristics of amnesic syndrome are briefly outlined. Finally, how several different types of memory are affected (or 
preserved) in patients with amnesic syndrome is described.

(Clin Neurol 2013;53:1234-1236)
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